
島
田
市
の
消
防
救
急
は
４
月
１
日
か
ら
、
静
岡
地
域
３
市
２
町

（
島
田
市
・
静
岡
市
・
牧
之
原
市
・
吉
田
町
・
川
根
本
町
）
の
消

防
本
部
を
集
約
し
、
新
し
い
静
岡
市
消
防
局
と
し
て
生
ま
れ
変

わ
り
ま
す
。
今
後
は
広
域
化
の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限

に
活
用
し
、
災
害
や
事
故
の
大
規
模
化
や
多
様
化
、
救
急
需
要

の
増
加
な
ど
に
強
い
「
常
に
変
化
に
対
応
し
、
住
民
の
期
待
に

応
え
る
消
防
」
を
目
指
し
ま
す
。

問
島
田
市
消
防
本
部 

☎
３
７-

７
１
７
２

　

消
防
救
急
は
、
住
民
の
生
命
と
財

産
を
災
害
や
事
故
か
ら
守
り
、
暮
ら

し
の
安
全
安
心
を
担
う
地
域
の
要
で

す
。
し
か
し
、
出
動
要
請
の
増
加
や

市
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
な
ど
、
消
防

行
政
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変

化
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
島
田
市
消

防
本
部
の
よ
う
な
管
轄
人
口
が
30
万

人
未
満
の
小
規
模
消
防
本
部
は
、
人

員
・
財
源
・
資
機
材
確
保
の
厳
し
さ

が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
国
は
平
成
18
年
６
月

に
消
防
の
広
域
化
を
推
進
す
る
た
め

「
消
防
組
織
法
」
を
改
正
。
静
岡
県
は

平
成
20
年
３
月
に
「
静
岡
県
消
防
救

急
広
域
化
推
進
計
画
」
を
策
定
し
ま

し
た
。
そ
し
て
平
成
22
年
２
月
、「
中

部
圏
域
消
防
救
急
広
域
化
連
絡
会
議
」

に
お
い
て
、
３
市
２
町
の
枠
組
み
と
、

静
岡
市
へ
の
委
託
方
式
で
広
域
化
す

る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

静
岡
地
域
の
広
域
化
に
よ
り
、
島

田
市
の
消
防
救
急
の
対
応
力
が
低
下

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
新
し
い

静
岡
市
消
防
局
で
は
、
各
市
町
の
実

情
を
踏
ま
え
、
現
在
の
住
民
サ
ー
ビ

ス
や
消
防
機
能
を
保
持
し
つ
つ
、
ス

ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
た
消
防

体
制
の
充
実
と
強
化
が
図
ら
れ
ま
す
。消防指令センターのある静岡市消防局

守ります！

市民の安全安心

消防ヘリコプター「カワセミ」

   Shim
ada
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【消防本部の概要】平成 25年 4月1日現在（職員数は条例定数）

消防本部名 構成市町 管轄人口 管轄面積 職員数

島田市消防本部
島田市 101,693人 315.88 ㎢

150 人
川根本町 7,967人 496.72 ㎢

静岡市消防局 静岡市 719,188 人 1,411.93 ㎢ 778 人

吉田町牧之原市
広域施設組合消防本部

吉田町 29,316 人 20.84 ㎢
64 人

牧之原市（旧榛原町） 24,553 人 53.36 ㎢

牧之原市相良消防本部 牧之原市（旧相良町） 24,502 人 58.32 ㎢ 54 人

広域化後の119 番通報について

2月3日から、市内の119番通報を受信する消防指令センター
は静岡市消防局（駿河消防署）に切り替わりました。

119 番通報の仕方は変わりません
3市 2町で同じ名称の町名がありますので、念のため「島田市の
○○町」とお知らせください。ご理解とご協力をお願いします。

川根本町

静岡市

島田市

吉田町

牧之原市

【静岡市消防局の管轄】

変わります！

島田の消防救急

   Shim
ada

5 　2016-3



充
実
す
る
人
的
資
源

　

今
回
の
広
域
化
の
主
眼
は
、
消
防

救
急
の
強
化
で
す
。
合
併
に
は
施
設

や
人
員
な
ど
の
縮
減
が
伴
い
ま
す
が
、

広
域
化
で
は
合
理
化
に
よ
り
生
じ
た

財
産
の
有
効
活
用
が
可
能
で
す
。
例

え
ば
、
静
岡
市
消
防
局
の
職
員
数
は

全
体
で
１
０
３
９
人
と
な
り
、
消
防

署
な
ど
現
場
に
配
置
さ
れ
る
人
員
が

38
人
も
増
え
ま
す
。
島
田
消
防
署
管

内
で
い
え
ば
、
12
人
の
増
員
で
す
。

　

ま
た
、
管
轄
区
域
が
３
市
２
町
と

な
る
こ
と
で
、
市
内
外
を
問
わ
ず
最

も
近
い
消
防
署
か
ら
、
消
防
車
両
を

出
動
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
は
、
資
機
材

の
充
足
に
留
ま
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま

で
応
援
要
請
で
現
場
に
駆
け
つ
け
て

い
た
部
隊
は
、
一
層
の
「
自
分
事
」

と
し
て
災
害
や
事
故
に
立
ち
向
か
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
広
域
化
は
、
目

に
見
え
な
い
部
分
で
も
、
住
民
の
安

全
安
心
に
つ
な
が
る
の
で
す
。

静岡市消防局
消防広域化推進担当
荻
お ぎ の

野敏
としひこ

彦 理事

Voice

静岡市消防局が誇る代表的な資機材・施設 ―
①陽圧型特殊災害対応車（NBC災害対応車）②拠点機能形成車（後方支援資機材積載）③大型ブロアー車
（ウォーターカッター搭載）④大型除染システム搭載車（NBC災害対応車）⑤指令センター（静岡市消防局）

③

④ ⑤

②①

   Shim
ada
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消
防
救
急
広
域
化 

Ｑ
＆
Ａ 

▼
消
防
救
急
の
広
域
化
は
、
消
防
体

制
の
整
備
お
よ
び
充
実
を
図
る
た
め

に
行
う
も
の
で
す
。
広
域
化
に
よ
っ

て
島
田
市
の
消
防
救
急
の
対
応
力
が

低
下
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Q
１
１
９
番
の
掛
け
方
は
変
わ
る
の
？

A 

２
月
３
日
か
ら
、
島
田
市
内
で

１
１
９
番
通
報
す
る
と
、
静
岡
市

消
防
局
の
「
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
」

で
受
信
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
災
害
情
報
な
ど
の

広
域
的
な
一
元
管
理
が
可
能
に
な

り
、
消
防
隊
や
救
急
隊
な
ど
が
迅

速
か
つ
効
率
的
に
現
場
へ
出
動
で

き
ま
す
。
通
報
の
仕
方
は
、
こ
れ

ま
で
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

Q
島
田
市
職
員
以
外
が
、
島
田
市
の

災
害
情
報
を
受
け
て
も
大
丈
夫
？

A 

昨
年
10
月
か
ら
、
６
人
の
島
田
市

消
防
本
部
の
職
員
が
、
静
岡
市
消

防
局
指
令
課
で
研
修
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。
今
後
も
同
セ
ン
タ
ー
で

他
市
町
の
職
員
と
連
携
し
、
迅
速

な
出
動
指
令
に
あ
た
り
ま
す
。

Q
消
防
署
所
の
数
は
減
る
の
？

A
消
防
救
急
の
広
域
化
は
、
消
防
体

制
の
充
実
強
化
を
図
る
た
め
に
行

う
も
の
で
あ
り
、
消
防
署
所
の
配

置
な
ど
は
、
現
体
制
を
維
持
し
ま

す
。
ま
た
、
適
正
な
人
員
配
置
に

よ
り
、
消
防
力
の
充
実
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

Q
消
防
団
員
の
活
動
範
囲
は
、
ど
う

な
る
の
？

A
消
防
団
は
、
広
域
化
の
対
象
外
で

す
。
こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
島
田
市

の
消
防
団
と
し
て
、
地
域
で
活
動

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

Q
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
は
必
要
な
の
？

A
現
在
、
救
急
車
に
よ
る
救
急
搬
送

で
は
、
市
内
中
山
間
地
か
ら
島
田

市
民
病
院
ま
で
、
道
路
状
況
に
よ

り
１
時
間
弱
を
要
す
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
そ
の
際
、
患
者
さ
ん
の

身
体
的
負
担
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

一
方
、
独
自
の
判
断
で
出
動
で
き

る
消
防
ヘ
リ
「
カ
ワ
セ
ミ
」
で
あ

れ
ば
、
迅
速
に
患
者
さ
ん
を
搬
送

す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

10分

島田市

20分

【静岡へリポート
からの所要時間】
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Voice

災
害
に
強
い
組
織
力

　
こ
の
広
域
化
に
よ
り
、
管
轄
区
域
の

壁
が
な
く
な
り
、
現
場
到
着
時
間
が
短

縮
さ
れ
、
早
期
に
効
果
的
な
活
動
が
展

開
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

は
し
ご
車
隊
や
水
そ
う
車
隊
な
ど
、
そ

れ
ま
で
兼
務
で
従
事
し
て
い
た
職
員

が
、
そ
の
役
割
を
専
属
的
に
担
う
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。さ
ら
に
、

消
防
ヘ
リ
や
特
殊
車
両
の
活
用
な
ど
に

よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
へ
の
幅
広
い

対
応
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
島
田
市
の
消
防
力
は

よ
り「
強
い
組
織
」へ
と
進
化
し
ま
す
。

こ
の
新
し
い
消
防
力
は
、
住
民
の
皆
さ

ん
の
「
大
き
な
力
に
守
ら
れ
て
い
る
」

と
い
う
安
心
感
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　
当
本
部
の
職
員
は
、
静
岡
市
消
防
局

の
一
員
と
し
て
、
今
ま
で
に
培
っ
た
経

験
を
生
か
し
、自
信
と
誇
り
を
持
っ
て
、

皆
さ
ん
の
安
全
安
心
を
確
保

す
る
た
め
に
全
力
を
尽
く

し
ま
す
。

島田市消防本部
亀
かめやま

山昌
まさひと

仁 消防長


